平成２７年１０月２６日

視　察　報　告　書（各委員提出用）
委員会名：産業建設常任委員会　　　　　　　　　　　　　報告者：林　　高正　　 eq \o\ac(○,印)
	視察先：山梨県北杜市　NPOえがおつなげて
　　　　茨城県つくば市　(有)ワールドファーム
	視察日：　平成27年10月　　日

	本市の課題
　農業生産者の高齢化、後継者不足問題。更には、増加する耕作放棄地などの対策は急務であり、待った無しの状況と言える。
　

	参考になった事項/課題・問題点と感じた事項
　この2団体は、日本の農業の将来を本気で考えていることは間違いないのだが、その方法論はまるで異なるものであった。北杜市の「えがおつなげて」の取り組みは、企業のCSR活動を活用したもので、限界集落を巻き込んで、結果としてお互いがウィンウィンの関係になっていくから不思議である。つまり、「えがおつなげて」が中心に位置して、農村資源と企業ニーズを結びつける役目を果たしていました。時間はかかりますが、地に足がついた新規就農者（田舎暮らし）も現れてきています。ライフスタイルの変化を感じます。
　つくば市の「ワールドファーム」は、農業というものを企業という観点から行っておられ、正に産業興しと感じました。つまり、野菜を栽培して市場（いちば）に出してというスタイルから、企業からの要請に基づいて生産計画を立て、加工野菜として納品するというものです。徹底したリスク分散による高収益企業であり、全員が正社員で、残業は無く、週休2日制（年間休暇120日）、給与も賞与も大企業並みという信じ難いビジネスモデルを作り上げておられます。

	提言・その他（庄原市の施策にどのように生かすことができるか など）
　「ワールドファーム」については、高野町に既に進出されており、基本的にはキャベツ栽培だそうですが、高野の特産である大根にも挑戦して欲しいものです。その際は、加工ということにもなると思いますので、漬物メーカーとのコラボも期待できます。
　「えがおつなげて」に関しては、トップの曽根原さんがおっしゃるには、全国各地に起業家（曽根原クローン）を育てて地域を活性化していくとのことでした。地域に眠る宝を探し出して磨きをかけて売れる商品を作り出すということも一つの道だそうです。その際は、掛け声だけの６次産業化ではなく、企業と手を組んで、永続的に販売できるものでなければなりません。その場合、多くの資金は必要とせず、お互いの知恵と体力を使い、マスコミを上手く活用しておられました。

　上記２社の最大の特徴は、耕作放棄地を開墾して生産できる農地に戻して農産物を栽培することにあります。大型機械を使った企業型農業と殆ど手作業の開墾による小規模農業の違いはありますが、２つとも、日本の将来のモデルであることは間違いありません。

曽根原さんは広島県里山ウエーブアドバイザーに就任されましたので、庄原市の限界集落の活性化に取り組まれることは間違いありませんので、産業建設常任委員会としても協力していきたいと思います。


※平成27年11月６日（金）までに議会事務局に提出してください。
